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 【目的】本研究の目的は、超高齢過疎地域における健康課題の再検討並びに公衆衛生看
護活動の方向性の考察である． CBPR(Community-Based Participatory Research)とは，
住民と専門職，研究者とのパートナーシップの元に，住民主体で健康課題の解決をめざ
す研究活動である．  




①基礎調査：行政保健師が A 市 B 区の乳幼児健診問診票を分析し、う歯罹患の傾向や生
活習慣において，超高齢過疎地域と，市街地を含む他地域との差を検討した．平成 25



























【発表】2018 年日本公衆衛生看護学会にて発表予定  
 
 
 
 
